
HBO2 2回施行にて意識改善し，CO-Hb 0.9%となっ
た。その後複数回のHBO2を施行し，発症後1週3日
にて他院へ転院となった。発症後3週5日に失語，視
空間認知障害，尿失禁，歩行障害が出現し，終日無
言，臥床となった。発症後5週3日に失脳外套症候群
を発症した。発症後59日にCO中毒後の遅発性脳症
の診断にて，本院精神科に再入院となった。入院後，
HBO2を4～5回/週，9か月間，合計136回施行した。
入院後4か月にて日常生活動作での障害が消失し，以
後認知機能が改善したが，入院後7ヶ月頃からは，症
状の改善傾向を認めず，注意障害や自発性の低下等
の前頭葉症状が残存した。MRI所見は広範な白質病
変を認め，経過中変化を認めなかった。
【考察】

Changらは，CO中毒後の遅発性脳症9例を報告し，
HBO2を8～40回施行したところ，EEGでのα律動の
低下が改善，MMSEがほぼ正常化，99mTc-ECD brain 
SPECTでは前頭葉，側頭葉，後頭葉において改善
するも，MRIでの白質脱髄病変については改善を認
めなかった1）。Loらは，CO中毒後の遅発性脳症にて
HBO2を8～40回施行した6例について，HBO2前と
HBO2後3ヶ月にて，MRIでの拡散テンソル画像におけ
るfractional anisotropy（FA）値とMMSEにて評価し
たところ，改善を認めたと報告した2）。三谷らは，CO
中毒後の遅発性脳症症例を報告し，CO曝露後36日に
てHDS-R7点，MRIにて両基底核および大脳白質病
変を認め，HBO260回にてHDS-R30点と改善したが，
MRIの大脳白質病変所見は不変だった3）。しかしなが
ら，現状ではCO中毒後の遅発性脳症に対するHBO2

の報告について，比較試験はなくcase seriesまでであ
る。難治例に対する有効例報告はあるものの確立して
おらず，今後の詳細な検討を要する。
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【はじめに】
一酸化炭素（CO）中毒急性期における高気圧酸素

治療（HBO2）については，早期のCO洗い出し効果と
組織低酸素環境の改善効果により，急性期症状に対
する治療法として一定の評価はある。一方で，間歇型
CO中毒：CO中毒後の遅発性脳症については白質脱
髄性傷害と考えられているものの詳細な発症メカニズ
ムは不明であり，急性期の脳脊髄液中のミエリン構成
タンパク質や拡散テンソル画像については重要な情報
があるともいわれているものの，必ずしも的確なCO中
毒後の遅発性脳症発症の予後予測因子とはなり得て
いない。そのためにもCO中毒後の遅発性脳症の予防
法，治療法については一定の見解がない。今回，CO
中毒後の遅発性脳症に対するHBO2について，自験例
と過去の報告を含め検討した。
【対象】

2010年1月～2014年2月に急性CO中毒にて本院を
受診し，HBO2を施行した65例を対象とした。男性45
例，女性20例，平均年齢49歳。CO中毒の原因は，
作業中事故27例（41.5％），練炭自殺20例（30.8％），
火災18例（27.7％）だった。65例中フォローアップ可能
例は25例，フォローアップ率は38.5％だった。検討項
目はCO中毒後の遅発性脳症率及び，初回HBO2前後
のCO-Hb濃度とした。
【結果】

65例の初回HBO2前後のCO-Hb濃度は，HBO2前
25.7±11.9%，HBO2前1.7±1.4%であり，HBO2前後に
て有意に低下していた。治療回数は4.6±3.5回。フォ
ローアップ可能25例中2例にCO中毒後の遅発性脳症
の発症を認めた。

○症例：46歳男性，既往歴：うつ病。練炭自殺の
翌日に発見され，当院ERに搬送された。初診時意識
低下を認め，CO-Hb 32.9%にて入院となった。当日
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